
その
１

　南武線武蔵溝ノ口駅の屋根に設置した

太陽光パネルの電気を、ホームに設置し

た東芝エネルギーシステムズの自立型水

素エネルギー供給システム「H2One」に

送り、CO2フリー水素を製造し、平常時

は駅の照明等の電源に使用、災害時は非

常用電源として活用することができます

（平成29年４月完成）。

JR東日本と川崎市が一体となって、CO2

排出削減を目指します。

全国初！鉄道会社で
水素エネルギーを導入！

　ごみ焼却施設でごみを焼却した際に得

られる蒸気での発電（廃棄物発電）を活

用した、「エネルギー循環型ごみ収集シ

ステム」による、EVごみ収集車（電池

交換型）を、平成31年２月に日本で初

めて導入し、川崎市の南部地域（川崎区）

のごみ収集に使用しています。

　走行中・作業中のCO2やNOxの排出が

なく、環境にやさしいシステムです。

日本初！
EVごみ収集車を導入

その２

　殿町国際戦略拠点キングスカイフロン

トに、使用済プラスチック由来の低炭素

水素を電気や熱エネルギーとして利用す

る世界初の水素ホテルである「川崎キン

グスカイフロント東急ＲＥＩホテル」が、

平成30年６月に開業しました。

　ホテル全体で使用する電気や熱等の約

３割を賄うことができます。

世界初の
水素ホテルが開業！

その３

　千代田化工建設を中心とした次世代水素

エネルギーチェーン技術研究組合（AHEAD）

は、ブルネイ・ダルサラーム国で調達し

た水素を川崎臨海部に輸送し水素発電に

利用する水素サプライチェーン構築に向

けた実証を行っています。実証期間は、

令和２年１月～12月までの予定です。

　海外から輸入した水素を水素発電に利

用する取組は、世界初となります。

世界初の輸入水素を
利用した水素発電の開始！

その５

　資源物の分別収集を進めるとともに、

普通ごみの収集回数を見直すなど、市

民・事業者の皆さんの長年にわたる日々

のごみ減量の取組、御協力により、川崎

市の１人１日当たりのごみ排出量（834ｇ）

が、政令指定都市の中で最も少なくなり

ました※。　　　　

　※平成29年度実績

１人１日当たりの
ごみ排出量が政令指定都市最少に！

豆知識：なんで水素エネルギーなの？
・利用段階でCO2（温室効果ガス）を排出しないか

ら低炭素化に貢献できる！
・いろんな原料から作ることができる！
・日本の技術力で世界をリードすることができる！

その
４

ごみ総排出量も減っているんだよ。市の人口は増えているのに、すごいね！
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　市では、環境基本計画の適正な進行管理を図るため、環境基本計画年次報告書を作成

しており、この度、201８年度における本市の環境の現状と施策の実施状況を取りま

とめた201９年度版の年次報告書を発行しました。

　今後の環境施策の参考とさせていただくため、年次報告書について皆さまからご意見

を募集します。提出されたご意見の内容や市の対応については、ホームページで公表す

るほか、次回発行する年次報告書に掲載します。

2019年度版　環境基本計画年次報告書を発行しました
お知らせ

　多摩川の水辺の楽校で学んだ子ども達が中心となって多摩川の魅力について発表します。さらに、水防に

関する講座と多摩川の魅力がつまったワークショップを行います。

　市では、2025年度までの取組の方向性を定めた「川崎市一般廃棄物処理基本計画」を2016年３月に策

定しました。また、基本計画の実効性を確保するため、４年間を計画期間とした行動計画を定めています。

　第２期行動計画は、2018年～2021年度の４ヵ年を計画期間とし、３つの目標を定めています。

　2018（平成30）年度の目標の達成状況は次のとおりでした。

川崎市一般廃棄物処理基本計画第２期行動計画（平成30年度）進捗状況
お知らせ

問い合わせ：建設緑政局緑政部多摩川施策推進課　TEL 200-2268　FAX 200-3973

問い合わせ：環境局廃棄物政策担当　TEL 200-2564　 FAX 200-3923

項　目

目標１　１人１日あたりの普通ごみ排出量36g削減

2018年度
（実績）

2021年度
（第２期目標）

407g（-36g）432g（-11g）443g

目標２　家庭系資源化率32％ 32％（+４％）26.6％（-1.4％）28％

目標３　ごみ焼却量１万ｔ削減 34.4万t（-2.2万t）35.6万t（-1.0万t）36.6万ｔ

2016年度
（基準年度）

●日　時：令和２年２月16日（日）12時30分～16時30分（開場12時00分）

●場　所：川崎市総合福祉センターエポックなかはら７階大会議室、第３会議室

●交　通：JR南武線「武蔵中原駅」下車徒歩１分　　●参加費：無料　●定　員：180名（先着順）

●内　容：水辺の楽校等の発表、水防に関する講座と体験・実験等のワークショップ

６種類の体験・実験・工作に参加してみよう！

●時　間：15時00分～16時30分（出入り自由、各20分程度）

●内　容：水の事故から救う！「あっぱくん（心肺蘇生法）」の体験

　　　　　・生き物博士になる！質問コーナーとパズル作り 

　　　　　・刈り草を再利用！多摩川生き物オーナメント作り

　　　　　・電気がなくても安心！クルミキャンドル作り　

　　　　　・豊かな多摩川！生き物缶バッチ作り　　・まちを守る！堤防の実験

問い合わせ：環境局環境調整課　TEL 200-2386　 FAX 200-3921

〒210-0005　川崎区東田町5-4　第3庁舎17階

※目標２（家庭系資源化率）については、ペーパーレス化・電子化の進展等により、近年は減少傾向

　今後も、ごみの減量化・資源化に向けた取組を引き続き推進していきますので、ご理解・ご協力をお願いします。

　なお、取組の詳細については、市ホームページをご覧ください。

住所、氏名、連絡先、意見内容を記入し、郵送またはFAXにて環境局環境調整

課までご提出ください。また、ホームページからのEメールもご利用いただけます。

※年次報告書は、区役所、市民館、図書館、ホームページなどでご覧になれます。 検 索川崎市環境基本計画年次報告書

検 索川崎市一般廃棄物処理基本計画

『多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎』を開催
　 ～体験ができるワークショップなど盛りだくさん！～

イベント

意見提出方法
（様式自由）

～体験・実験・工作～　わくわくワークショップ ●時間：14時10分～14時50分

●講師：東京大学 河川工学研究　知花　武佳 准教授

【多摩川の水防に関する講座】

昨年のワーク

ショップの様子

　このように、川崎市は環境先進都市として、環境やエネルギーに関して先進的な取組を進めています。今後も、
川崎だけでなく、地球のよりよい環境を次の世代に引き継いでいくためにも、環境施策の推進に努めていきます。
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